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� 問
 �北����員�では、『�北��５�����』に基づき『�北�
��⼤�』において、「�びと歴史��を⽣かしたまちづくり」を掲げ
ています。また、令和３年度に策�した『�北�「０から15歳までの
⼀貫��・保�』基���においても、⼀貫した「�び」と「�ち」
のための�り�みの⼀つとして「�⼟愛の�成」を⽰しています。
 令和４年11⽉30⽇に「�北のお��りを�む「⾵流踊（ふりゅうお
どり）」がユネスコ�形����に��され、�内�から⼤きな�⽬を
�めています。�にはほかにも�指��形����財「�⽣��の流
�⾺」「�附の百万�念�」�指��形����財「川���」「⽩�
��の�り��」など����財が保�・��されています。しかし
ながら、ここ�年は�型コロナウイルス�染�の��により��中⽌
や保�・��に�る各保��の活動の⾃粛を�儀なくされ、昨年度か
らようやく��や活動が再開されつつある状況です。
 お��りのユネスコ�形������により�の����財が�⽬
を�めている�、また��などの活動が再開されつつある状況下にお
いて、�６�����の策�も⾒据えながら、�⼟の�るべき貴重な
����財の保�・��についてはこれまで�上に�がどのように�
り�んでいくかが重�になってきます。
 �����員��では、�前に�北のお��りや�附の百万�念�
について、また�年は「共⽣・共�」の�点から地域の年中⾏事につ
いても�査・研�を⾏った��を有します。これまでの�査・研�の
成果や�����員としての活動を�して得た知⾒を元に、����
財の保�・��についてご提�いただきたく、������17��１
項�２�の��に基づき�問します。
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�北����員� 

研�の⽬的と��
  令和５年５⽉に�北����員�より「����財の保�・��に
ついて」という�問があり、�����員��としてこの�題に�り
�んできた。
 その前年の令和４年11⽉には、国指�重��形����財「�北のお
��り」が「⾵流踊」の⼀つとしてユネスコ�形����に��さ
れ、�北�に古くから�わる��的な⾏事等を�めて�識する良い�
�となった。
 その⼀�で、令和２年から流⾏した�型コロナウイルス�染�の��
により、�北�内各地�では��的な⾏事等の活動を⾃粛せざるを得
ない状況にもなっていたが、このユネスコ�形����への��とそ
れを�念して令和５年10⽉に開�された「�北のお��り」の��
は、�内�から�くの��者が�まる盛況�りで、��的な⾏事等に
�する�味・��の�さを��できる��であったといえる。
 「����財の保�・��について」という�問を受け、令和５年度
は「�たち�����員��が�内の国・�・�指�����財を知
ること」と、「国・�・�指�����財保���に��に��してい
ただき、その活動の現状や�題について�し�う��を�ける」とい
うことを中�に�り�んだ。
 各保��からは ① ��者問題 ② �持�理・活動��の問題 更には地
域��の�題とも重なる ③ 地域での「�����」や「���」の問
題等が提�され、�題�決に向けた��の��が必�であることを共
��識することができた。
 令和６年度は、前年の��に�き、地域の��⾏事等を�む����
財に�する「現在の状況や�題」「��の�さんの�味や��の�度」
そして「��のあり�」などについて、「��等�識�査（アンケート
�査）」を��した。��等�識�査（アンケート�査）を��し、そ
の�果をもとに国・�・�指�����財保���へ再度�き�り�
査を⾏い、�査�果を⾒てどのように�じたか、�めて��どのよう
に活動していきたいかなどの�⾒を伺った。
 また、令和５年度、令和６年度の�����員��の活動をまとめ、
それをもとに���員�への�申に向けて協�を⾏った。

■ ��等�識�査����

発⾏ �北����員�⽣����
TEL 0465⁻75⁻3649 FAX 0465-75-3661

�申の��は、�北�ホームページもしくは、
�場２�⽣�����⼝でご�いただけます。
URL https://www.town.yamakita.kanagawa.jp/0000005289.html
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�題への��策

�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等についてのポス
ターを作成し、�内のコミュニティ掲⽰�等に積�的に掲⽰する。ま
た、�立⼩・中��の�児�⽣徒に�してチラシ等を配付する。
� �立⼩・中��の児�・⽣徒などにポスターやチラシの作成を�頼
し、児�・⽣徒だけでなくその��へも�味を持ってもらえるように
�り�む。
「�北のお��り」が⾵流踊の⼀つとしてユネスコ�形����に�
�されたことや�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等
について、�く�内�の�々に知ってもらうために常��⽰スペース
を�ける。⽣���センター内�⽰ホールの�⽰スペースを�幅、�
北�前��街�き��やふるさと�流センターを有�活⽤するなど
し、�北�での��・スポーツ、�業��イベント等との��が必�
である。
「��⾏事ボランティア」を募り、�北�の����財や古くから�
わる��的な⾏事等に��してもらうことで、�内�の�々の�味・
��の輪を�げる。
��に向けても積�的に周知し、その良さをわかりやすく知ってもら
うため、PR動�を作成し、ホームページやSNS等で�開する。

（2） �の�代に向けた保���に�がる積�
  的なアプローチ
�北����員�が掲げる「０歳から15歳までの⼀貫��・保�」�
�の重点内�として、「�⼟愛の�成」とあったり、平成29年度から
「歴史・��から�ぶわたしたちの�北」という副��を⼩�５年⽣
に配付したりしているがその活⽤は⼗�ではない。現状のアンケート
�果などを⾒ても�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事
等の�知度については、年代が下がるごとに�くなっている�向にあ
るものもあり、⼗�とは�えない。また、⼤�になったら、地域のお
�りや��⾏事などに「��したくない」と回�する�どもが７��
くおり、⾃ら�わることには消�的な�向が⾒られる。そこで、��
的な��の時間で�⼟の歴史を�ぶ「ふるさと��」に�なくとも⼩
����年や中�⽣に�り�ませ、「地域を�ぶ・地域で�ぶ」を��
し、�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等の��を�
�に⾒に⾏くような��を⾏うべきである。このような��の場�、
��や��員の負担を��させないために、��や��を担当するコ
ーディネーターや��の協⼒が重�となってくると�える。
�どもの�味・��を持ってもらうために、令和６年10⽉６⽇（⽇）
に開�した「�３回やまきたスポーツの秋�り『�北のお��り体�
�』」で⾏われたような�北�の����財や古くから�わる��的な
⾏事等について、�児・児�・⽣徒に�技の⼀�を��、体�しても
らう��を積�的に�ける。
⼩��、中��の�き��を利⽤しての�北�の����財や古くか
ら�わる��的な⾏事等の�⽰�の��や����ども��での�
�、体��等を��することで、�どもの�味・��を�める⼿立て
とする。

� 申
１  �内の����財や古くから�わる��的な⾏
 事等に�する�知度はそれなりに�いものの、⼤
 �も�どもも�味・��の�度は�いため、�策
 が必�である。

２ �����、���が�む中、各����財保
 ��共に�の�代へ�き�ぐことの不�さを�く
 �じている。�どもや若い�代への��が��で
 ある。

５ �内の����財や古くから�わる��的な⾏
 事等は、それぞれの地域や各����財保��で
 �持�理・��がなされており、地域や��等の
 �識の��に�うさまざまな�題等に��するた 
 めに⾏政をはじめとする各����や各����
 財保��等による��した��体制が必�であ
 る。

３ �内の����財や古くから�わる��的な⾏
 事等を�持するためには、�品や��品、��等
 の�理や更�が必�であり、その�⽤の捻�に苦
 労をしている����財保��が�い。⾏政等か
 らの�助金や助成金の積�的な��等の��が必
 �である。

 ４ �年、地域��の在り�や�々の価��が⼤き
 く��し、��の共同体�識が希�となってお
 り、地域で⼀体�を味わえる��が減�してい
 る。�⼀度「共に⽣きる」地域づくりが必�であ
 る。

��等�識�査の�果でも��しているが、�立�北�等��２年⽣
の回�者の�20％が体��や���があったら��したいと回�して
いる。�代を担う若者たちの発想や発�⼒を��に発揮するために
も、�北��との��・協働をこれまで�上に活発に⾏う必�があ
る。
�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事には女�禁制や�
�制のものがあり、��していくという⾯では、このしきたりはなか
なか�り�うことはできない。そこで、����でなく�開��や体
��等では可�な�り女性の��を�野に�れて�り�むべきであ
る。

（3） 保�・�持�理・活⽤のための��を�
  める⼯夫
�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等の保�・�持�
理のための⾏政からの助成金に�して、��の再��を⾏う。また、
�金の使い�には��の�しい⽬が向けられているため、��等�識
�査�果でも��があるように、��決算書等を��に��する必�
がある。
�北�の����財保��や古くから�わる��的な⾏事等の��団
体、⾏政等がクラウドファンディングや�付金の募�、��グッズの
�売等を積�的に⾏うべきである。これらを活⽤することで、��の
��やイベントの��活動にもつながる。また、各����財保��
等の独⾃の⼯夫した��にも期待したい。
�⼯�や��協�等にも協⼒を�め、�北�の����財や古くから
�わる��的な⾏事等のポスター・チラシ・�料等の配架や��グッ
ズを�売できる場�を�やす必�がある。

（4） 「共に⽣きる」地域��の�現をめざす
�����・���と�われる中で、各����財保��は��者問
題等に�苦�苦している。それに�え、地域活動等はかつてのような
�わいはなく、地域��の活気が�けているようにも�じる。古くか
ら�耕が中�であった�たちの�先は、協⼒体制を�持するために�
�の�りや��のお�い等の��を�して、地域での和や⼀体�を築
き上げるための�⼒をしてきた。�たちは�い歴史に�まれたその想
いを受け�いでいかなければならない。そこで、�、�北�の���
�財や古くから�わる��的な⾏事等を活性�させることにより、活
気あふれるまちづくりの架け橋とすることができると�える。「共に⽣
きる」地域��の�現をめざし、各����が�北�の����財や
古くから�わる��的な⾏事等の現状・��を把�・��し、��⼀
�ひとりがその価�に気づくための��を積�的に⾏い、その活性�
に�り�む必�がある。

（5） 「活動する」プロジェクトチームを�成
�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等の現状を�み、
各����財保��だけでの��は�界があるため、����財保�
�、�識��者、��代�、��する⾏政��、�⼯�、��協�等
による「活動する」プロジェクトチームを構成する必�がある。
年に１回�度、各����財保��と�����員、或いは「活動す
る」プロジェクトチームでの�題�決のための�⾒・情���等の場
を�ける。これは、令和５年度に��した各����財保���から
の�き�り�査等でも�された��事項である。

（6） ��映�等保��料の作成� 
��、�北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等の��が
��えてしまうことを�ぐために、その��を映�等に�しておく必
�がある。�形��財であるゆえ、この�策は�じておかなければな
らない。

（1） �味・��を�める
� �北�の����財や古くから�わる��的な⾏事等開�前�に、
���・ホームページ・地域�情��・SNS等を積�的に活⽤し、�
内だけでなく��や若い�代への周知に�り�む。また、マスメディ
アに�しても積�的にアプローチする。


